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参加無料・事前申込制
※万一定員に達し、ご参加いただけない場合は事務局よりご連絡差し上げます。

中国古典文化講座

近現代中国のなかの天津

講師 | 菊地 俊介氏

立命館大学 BKC社系研究機構 客員研究員

日時 | 2016年5月26日（木）午後16：30－18：00

場所 | 立命館孔子学院講義室（国際平和ミュージアム2階）

天津は歴史的に中国経済の中心として、特に開港都市として重要な位置を占め、
9カ国の租界があり外国との交流も特に深かった都市です。政治の中心である北
京にも地理的に近いことから、天津は激動の近現代中国政治でも大きな役割を
果たしてきました。周恩来の母校として知られる南開大学も、天津の歴史を語
る上で欠かせません。この天津という個性ある都市にスポットを当て、天津を
舞台にした歴史上重要な出来事を中心に取り上げつつ、ひとつの都市の歩みを、
近現代中国の歩みと併せて振り返ります。現在の天津は日系企業も多く、日本
人にとっても身近な都市のひとつだと言えるでしょう。しかし歴史を振り返れ
ば、日本租界があり、天津には多くの日本人が暮らしたこと、日中戦争では日
本軍が侵攻し、日本軍の占領統治下にあった都市であることなども、忘れては
いけません。本講座では、そんな「天津に行くなら知っておきたい歴史と現
在」をピックアップします。

•2007年3月 立命館大学文学部史学科東洋史学専攻卒業
•2009年3月 立命館大学大学院文学研究科人文学専攻東洋史学専修博士課程前期課程修了
•2010年9月～2012年6月 中国 南開大学歴史学院高級進修生
•2016年3月 立命館大学大学院文学研究科人文学専攻東洋史学専修博士課程後期課程修了博士(文学)
•2016年4月 現職


